
第１２７回 維持管理研究会 議事録 

 

１． 開催日時 ： ２０２2 年２月 17 日（木）１6：0０～１７：４０ 

２． 場   所 ： Zoom リモート開催 

３． 出席者（敬称略） １３名 

上辻、大下、金子、國定、熊澤、清水、守護、高橋、徳山、柳本、福島、柳本、中谷（記） 

４． 研究テーマ 

先月の研究会では 「福島第二原子力発電所で何が起こったのか？」ＤＶＤを鑑賞し、緊急事態発生時の 

対応について検討しました。 

今月は、この続編として緊急事態発生時の組織体制の在り方や緊急時の対応方法について、ＩＣＳ体制を 

ベースに緊急時対応すべきミッションや指揮命令系統などについて意見交換を行った。 

また、緊急事態発生時の組織体制や基本行動（やるべきこと）について、各社の現状などを含めて、あるべき 

対策本部体制について検討した。 

＜危機対応の考え方 抜粋＞ 

 

 

 

 

 

 



 

５．所見 

緊急時の組織体制については、メンバー各社に様々な悩みを持っているようであった。 

特に対策本部組織の体制において、経営トップの社長を対策本部長に据えている企業（小規模除く）が 

多くある。しかし経営トップ（社長）は、経営的な観点から長期的な戦略や顧客対応に専念すべきであり、 

目の前のインシデント対応は，選任した部下に任せて定期的な状況を報告と重要ポイントを指示する程度 

であるべきである。 

なお、経営トップ（社長）を名目的に対策本部のトップに据えている企業もあり、緊急事態発生時に本当に 

機能するのか疑問を持っている方々もいます。 

各社の組織規模や体制に応じた緊急時の組織体制を構築されていますが、いざという時のために緊急時の 

行動手順書（チェックシート）を作成し、事前に訓練・演習を積み重ねて経験しておくことが最重要である。 

 

 

 ＜次回予定＞  

 ・令和４年 ３月 17 日（木）16:00～17:30 

 

                                                               以上  


